
勝間田氏一族
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'氏
は、牧之原市勝問出川流域 1勝間

1出 :‐ を治めた在地領主として、平安時代末期保元の
1_]156年 1史十1に初めて登場します_同族と考ぇら
■る■地氏と共に鎌倉時代には御家人、室町時代に

.14、 公衆として活躍しました_しかし、応仁の乱以
―■.崚河守護の今川氏と対立し、文明8114761年 に
|`1義 じの攻撃で本拠である勝間円城が落城しま
~」1散した勝間出氏―族は、現在の御殿場市印野

=二
.こ杉
.)住
み、各地区の発展に尽力しました 一族

l.メ朱倉|1寺代後期、歌人として名を成し「夫本和歌 |∫′

■ t,巻 1■350余首 _`を編集した勝問口]|1藤原 |1 lt

l:=ゴルi:ヽ ま
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す_

==tで
は相良維頼の娘の子が横地人1`家長で、そ

,モ :;サ■1ィ|が棋地を継ぎ、次男が勝間Π氏を興した

二.つれています:
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勝間田氏の里
勝問出氏ゆかl,の地として、勝問円川流域には現

在も勝俣、勝間、勝田などの地名が残っています _‐■
':       .  |  _       ―   . _  _  .  ■    ・  , ―  |

流域に小仁円楽師堂・lt興寺・中村 t穴ケ谷1城、下流

城・河|1部には龍限||1砦・清浄寺、石雲院 1坂口谷川

L流 ,が所在します :

勝間Π氏 族́の東所とされるイi塔群 1市指定文化

財 ,がある清浄寺は、時宗の道場として弘安6r1283)

年頃開基と伝わっています.石塔には市北朝期に建

てられた時宗の法名を刻むものがあります :青L眼山砦

市山輪は榛原公同として整備され、li早・堀切を見る

ことができます :棠所山腹・砦からは、勝間||1氏の海連

拠点川崎湊跡前 路とした駿河湾を眺めることができ

まう
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勝間H氏とその武■ |」の居館位置はまだつかめ
ていません。皆さんも、勝問円川流域と周辺に残る勝

問田氏の足跡から、その動 |口,を探索してみてください
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勝間田氏―族の墓 r清浄寺 )
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勝間田城の構造
=判 |・1城は、勝|11回氏が15世紀中頃に築城したと

'1ら ,tる戦同時代以H,の原型を,支した貴重な山城
■
~‐
1983■ 2■ 25日 県指定't跡文化則).牧之原台

―
=■iなる尾根標高100～ 130nl程、勝間H川最 卜流
:=置 します:その規模は東1詢 20011r南北310m、
■ _■ 12.605nlを測 1,まづ
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1-■ 1ヽ■:度から数次にわたる発掘訓企により、多く

1・:建 |′跡・井「・・堀)や遺物 (土器・木簡・占銭
i ■・

`出
され、業城過絆、建物の配置、城内生,1の
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ことができます 木簡に吉かれた文章から

r ―■を姓とする武将の存在や、池田衆と呼ばれる
・=′ 兵′」まで城内に在城していたこと、籾や竹を,H

二_tr:||や武器・建物に利用していたことなどが推
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∵=■を|litヽに狭小である南区域に対し、幅10皿
■ ■,11切を挟じ北IX域二・三の前輪は、一区両が広
―t■|:.11_半 を巡らしています.南区域よ|,後 rtごt
■ 1・3.Iが 考ぇられます
:`∵を ili t.て配置された堀・li早・曲輸は今川氏 |ニ
.:~「ら
「
たLいぇるでしょう
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勝間田氏のご子孫も集う城趾祭
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勝間田小学校侍ツーラ/
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